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なぜ《京芸＝テラス》か？
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Terrace 
《テラス》

（1）《テラス》とは、内から外に張り出して、人々を誘い、人と人・人と自然の新
たな出会いや交流を導く「床」であり、広がりである。
（2）《テラス》とは、本来の地面から少し浮いて、日常の視点を変え、新たな展望
を広げる共有空間である。
要するに《テラス》は、ある基準面から浮き隔たることによって新たな開放を生み
出す、すなわち「隔たり」と「開かれ」の二つの働きを同時に実現する。
先の３つの基本姿勢をふまえ、京都市立芸術大学のキャンパス全体を《テラス》と
位置づける。

テラス   terrace［英］、terrasse［仏］
古フランス語では「盛り土」を意味する。語源はラテン語の terra（土、大地、地球）
・建築におけるテラス：建物本体からの突き出し部分、屋根の上の面
・地形におけるテラス：高低差のある平坦な面。段丘、棚田など

河岸段丘（river terrace）

隔たり

開かれ
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移転基本コンセプト（2016）より

移転基本コンセプト《Terrace》は、移転先の崇仁地域の歴史地理をふまえ
て設定された。
崇仁地域は、もと鴨川の氾濫原であった（右図）。
京都芸大は、人々が共に生きるために上がり集う「段丘＝テラス」としてこ
の地に移転してきた。
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テラス構想の最初のスケッチ 
2015 年 6 月（井上明彦）

経緯：
2015 年当時、京芸教員でもあった井
上明彦は、崇仁地域についての知識
はゼロに近かった。しかし、同年 3
月の移転プレ事業『still moving』に
参加した際、高瀬川のかつての流路
の方向に沿ったグリッドを元崇仁小
学校の教室に平行移動するインスタ
レーション《Traicing Suujin》を発
表したことで、柳原銀行記念資料館
事務局長の山内政夫氏の要請を受け、
以後、崇仁高瀬川保勝会（2017 年結
成）など、崇仁のまちづくりに協力
することになった。

右図：
2015 年 6 月、当時の京都芸大理事会
から、建築コンペ用の移転基本コン
セプトの作成を依頼され、小山田徹
教員と共に《terrace》のコンセプト
をつくったときのスケッチ。

「河原」に浮かぶ「テラス」のイメージ。
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京都芸大と六条村跡の関係

京都芸大は、かつて鴨川の氾濫原でもあった地に「テラス」とし

て移転してきた。移転基本コンセプト「テラス＝段丘」は、この

地の歴史的地理的特性をふまえて設定されたものである。よって

この地の歴史性を抹消することなく、芸術的手段を通じてそれを

守り、伝えていくことが責務であり、それは同時に芸術と芸術教

育のあり方そのものへの実践的問いかけともなる。

この観点から、六条村跡の保存・活用についても積極的に取り組

むべきと考える *。

六条村脇の高瀬川から見る京芸　「カラス鳴く　六条村から見る　アクア」　

京芸の建物から見た六条村脇

＊これとも関係→

地球研主催「人間と文化から地球環
境問題を考える展」フライヤーより
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現状　
23/11/25
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六条村跡 保存活用の提案　
崇仁高瀬川保勝会　2023/11/27

江戸時代（宝永年間）からの高瀬川沿いの村の
道筋がくっきりと残る六条村跡のエリアは、京
都だけでなく日本の都市史の面でも部落史の面
でもきわめて珍しく貴重である。このエリアを
歴史文化的遺構として保存・整備・活用するこ
とを提案する。

まずは、六条村の入口にもあたる護岸整備の進
む高瀬川隣接地を、地域の歴史にふれるミニ公
園として整備することを、将来の六条村歴史公
園の第 1 段と位置づける。

これは京都芸大移転を機に、芸術・人権・環境
の分野を越えた連携により崇仁地域を SDGs を
実現する未来の共生社会をリードするモデル地
区と位置づける京都市の方針ともつながるもの
である。

今回の提案エリア
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素案

案内板１

庭石

庭石
高瀬舟型のベンチ

（黒大理石／御影石）

フェンスの前に厚みのある板をすきまをつけて並べる。
東山の稜線をなぞるかたちに（材料は将来再利用）

石のモニュメント
（黒大理石／御影石）

材木積上げ型のベンチ
（黒大理石／御影石）

案内板 2
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案内板の背には
高瀬川の古地図を
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高瀬川からの舟入があった

崇仁地域の歴史の上で、六条村はきわめて重要である。
中世から六条河原（六条道場河原院 歓喜光寺があった）に河原者が
居住していたが、妙法院や奉行所と協議し、宝永 4 年（1707）にお
土居の南側の高瀬川沿いの柳原庄に移住し、六条村が生まれた。
同地は、東西と南を高瀬川に囲まれ、北側にお土居がある三角形の
土地で、東西は北が 135m、南が 160m、南北は東で 60m、西で
110m。窪地で水がつきやすいため、三尺の地上げが条件となった。
移転当時、人口は 188 戸、789 人であった。一戸辺りの平均敷地は
16 坪（48.5㎡）で、かなり過密であったが、家々は小振りながら、
中二階の京町家風であったと推察されている。
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六条村と崇仁地域の歴史メモ

1663 	五条橋南の鴨川と高瀬川のあいだの六条河原に建家が許される。
	 ＊『諸式留帳』（六条村年寄嘉兵衛著、1634 ～ 1740 年、京都大学蔵） による。

1707 	六条村、妙法院から七条通南側・高瀬川北岸の地に替え地を命じられる。
	 移転料 500 貫、土地の広さは倍になったが、水がつきやすいので 3 尺地上げ。

1714 	六条村が六条河原から天部村の畑地（柳原庄内小稲荷七条通御土居南東）  の隣
に移転。

	 非人小屋（水車小屋） も六条河原から同地に移転。
	 六条村に入る高瀬川の橋のたもとには角倉の会所があった。当時六条村は、高

瀬川に囲まれた「水辺に浮ぶ空間」として高瀬舟が行き交う都の入口だった。

1732 	六条村の人口増に対処するため、南にあった銭座跡に新村開発（銭座跡村） 。

1843 	六条村の西にあった天部村の畑地に宅地開発、大西組と称される。

1873 	六条村・銭座跡村・大西組の 3 村が新柳原庄を形成。
	 西光寺内に柳原小学校（のちの崇仁小学校）  開校。

1870 	高瀬舟、物資輸送以外に旅船としても利用される（～ 1910） 。

1877 	七条停車場に初代京都駅完成、京都̶神戸間鉄道開通。

1899 	明石民蔵ら、地域の経済基盤や教育を育成・支援するため、柳原銀行設立。

元禄 14（1691）年実測大絵図　慶応義塾大学三田図書館蔵

六条村部分の拡大
本図は中井家旧蔵図のうち、洛中洛外を精密に描いた最初のも
の。近世初頭の鴨川周辺の河原者の村（エタ村）のなかでも代表
的な、川崎村、天部村、六条村を描いている。特に六条村がまだ
六条河原にあったときのもので、きわめてめずらしい。
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六条村（『今村家文書』より） 今回の提案エリア
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六条村・天部村と高瀬川
（『今村家文書』より）

内浜、角倉の番所、舟入、六条
上丿橋（現あづま橋）、久作橋、
要助橋が示されている

天
部
村

六
条
村

内浜

六条上丿橋

久作橋
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高瀬川地域博物館・始動プロジェクト
この解説板は崇仁高瀬川保勝会が制作しました。
Tel/Fax 075-371-0295  柳原銀行記念資料館
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中世 ( 鎌倉、室町時代 ) から河原者の居住地が六
条河原 ( 歓喜光寺 ) に存在したことが、近年明らか
になりました。六条村の人々は妙法院や奉行所と協
議し、1713〔正徳 3〕年に現在地 ( 郷之町 ) に集
団移転しました。
都の玄関口の役割を持つ高瀬川やお土居に囲まれた
地区に、宅地、道路、仕事場等々が整備され、寺
を中心にしたまちづくりが行われました。家々は中二
階の少し小ぶりな京町家風の佇まいでした。
この地には山水河原者（作庭家）の末裔が暮らして
いました。山水河原者の善阿弥は差別されたものの、
足利政義の寵愛を受け、東山文化の継承者として日
本の文化史に大きな足跡を残しました。

六条村の移転（新六条村跡地）

「明治 6年の六条村の図」（『今村家文書』付属資料より）

参考図『林泉名所図会』より龍安寺の図

＊崇仁高瀬川保勝会「高瀬川地域博物館構想」（2019 〜 2020 年）のパネルより
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六条村歴史公園　素案

六条村跡歴史公園は、「音」を主役とする。

現状

・残る道と道をたどる人の想像力そのものを主体とし、周りは緑地として、特定の建物や遊具、彫刻などの物体的作品はいっ
さい置かない。都市の中の「機能する空虚 void」として六条村跡を保存する。
・道の材質、緑地の植物に工夫する。
・踏み込んで道を歩くと聞こえる「音」、サウンドアートを配する。そのための設備を埋設する。コンテンツは定期的に
変える。国内外からアーティストを招聘する。
・六条村の歴史的情報はインターネット上に配し、公園を訪れた者はスマホなどから自由にアクセスする。

監修：
京都市立芸術大学
柳原銀行記念資料館
京都市

案：井上明彦 2023/11/28


